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１００年フードサポーターの活動内容

取組区分

取組の成果、

今後の取組予定

　毎年子どもたちと立派な小布施丸なすの収穫ができており、小布施丸なすを育て、さらに『小

布施丸なすおやき』を自らの手で調理するまでの喜びと、6次産業化の学び、食文化の継承を伝

えることができています。最初は土も触れない子達も次第に触れるようになります。意外に多い

のが子供たちの野菜嫌いです。毎年、なすが苦手な子もいるのですが、『なすが好きになった』

と、なすを克服する子もいます。小布施で育った子どもたちは全員、この活動を行い、毎年永続

的に実施していきたいと思います。

取組を紹介した

ウェブサイトや記事

おぶせ環境人インタビュー

https://obuse-town.note.jp/n/n378caa9341c9

取組の写真

サポーターの取組紹介

　当会は、主に可燃ごみの生ゴミを減らす事を目的に、堆肥や土づくり、そして、微生物たっぷ

りの土から野菜を育てる活動を広げる活動などしています。当会での活動の柱に、町の小学校4

年生向けに『生ゴミリサイクル土づくり&信州伝統野菜小布施丸なすの栽培』があります。家庭

で出る野菜の残渣などを持ち寄り、それをもとに堆肥をつくり、土作りをしています。できた小

布施丸なすの美味しさを知ってもらうために、100年フード『小布施丸なすおやき』作りもサ

ポートし、食文化の継承に努めています。この活動は12年近く続いており、今では、小学校の

教育プログラムに組み込まれるようにもなりました。

100年フードサポーター企業・学校

100年フード名 ： 小布施丸なすおやき【近代部門】

　　　　　商品・メニュー開発　　　　　　　　　イベント等の開催　　　　　　　　　食文化の継承・魅力発信
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